
LINE教材を使った授業づくり

大分市教育センター
情報教育担当班



≪本研修の目標≫
ICTや情報・教育
データを利活用した
工夫ある授業及び
児童生徒指導等に
ついて、同僚に
指導助言できる

≪キャリアステージ≫
発展期／充実深化・円熟期
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本研修のゴール

・子どもたちを取り巻く状況を知り
情報モラル教育の必要性を理解する

・情報モラル教育実践への
意欲をもつことができる
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「情報活用能力」

情報及び情報手段を主体的に選択し活用していくための個人の基礎的な資質

■ 課題や目的に応じた情報手段
の適切な活用

■ 必要な情報の主体的な収集・
判断・表現・処理・創造

■ 受け手の状況などを踏まえた発
信・伝達

Ａ 情報活用の実践力

■ 情報活用の基礎となる情報手
段の特性の理解

■ 情報を適切に扱ったり，自らの
情報活用を評価・改善するため
の基礎的な理論や方法の理解

Ｂ 情報の科学的な理解

■ 社会生活の中で情報や情報技術
が果たしている役割や及ぼしている
影響の理解

■ 情報モラルの必要性や情報に対す
る責任

■ 望ましい情報社会の創造に参画し
ようとする態度

Ｃ 情報社会に参画する態度

「教育の情報化に関する手引」より【取組例】

●ICTの基本的な操作、情報
の収集・整理・発信

（文字入力、インターネット閲覧、情報

手段の適切な活用等）等

●情報モラル
（情報発信による他人や社会への影響等）

●プログラミング
（コンピュータを利用した計測・制御の基

本的な仕組みの理解）等
Scratchを活用した指導例（小学校）

情報活用能力について
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「情報活用能力」

情報及び情報手段を主体的に選択し活用していくための個人の基礎的な資質

■ 課題や目的に応じた情報手段
の適切な活用

■ 必要な情報の主体的な収集・
判断・表現・処理・創造

■ 受け手の状況などを踏まえた発
信・伝達

Ａ 情報活用の実践力

■ 情報活用の基礎となる情報手
段の特性の理解

■ 情報を適切に扱ったり，自らの
情報活用を評価・改善するため
の基礎的な理論や方法の理解

Ｂ 情報の科学的な理解

■ 社会生活の中で情報や情報技術
が果たしている役割や及ぼしている
影響の理解

■ 情報モラルの必要性や情報に対す
る責任

■ 望ましい情報社会の創造に参画し
ようとする態度

Ｃ 情報社会に参画する態度

「教育の情報化に関する手引」より【取組例】

●ICTの基本的な操作、情報
の収集・整理・発信

（文字入力、インターネット閲覧、情報

手段の適切な活用等）等

●情報モラル
（情報発信による他人や社会への影響等）

●プログラミング
（コンピュータを利用した計測・制御の基

本的な仕組みの理解）等
Scratchを活用した指導例（小学校）

情報活用能力について

なぜ、必要なのか？
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子どもたちを取り巻く状況
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ネット利用の実態（大分県）

出典：大分県「令和４年度 青少年のネット利用実態調査結果」
https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2172071.pdf

・小学生の91.7％
中学生の98.5%が
インターネット接続
機器あり。

・小学生はテレビ，ゲーム機
中学生はスマホで
接続している割合が
高い

・中学生の７割以上が
自分専用のスマホを利用
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ネット利用の実態（大分県）

・利用するサービスは
小学生ではゲーム
中学生では動画視聴
の割合が大きい。

・中学生は５割近くが
ビデオ通話などでの
リアルタイムの
やりとりを利用

出典：大分県「令和４年度 青少年のネット利用実態調査結果」
https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2172071.pdf
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ネット利用の実態（大分県）

中学生が利用している
ＳＮＳは

・YouTube
・LINE
・Tic Tok
の順に多い。

出典：大分県「令和４年度 青少年のネット利用実態調査結果」
https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2172071.pdf
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ネット利用の実態（大分県）

小学生の31.3％・中学生の62.8％が、平日に２時間以上利用している

出典：大分県「令和４年度 青少年のネット利用実態調査結果」
https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2172071.pdf
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子どもたちを取り巻く状況

情報発信ツール
（SNS等）の普及

情報通信端末を
（複数）所持

コロナ禍による
在宅時間増加

インターネットが
当たり前の世界を生きている
子どもたちと向き合う
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ネットに関するトラブル

出典：活用型情報モラル教材「GIGAワークブックおおいた」
https://www.pref.oita.jp/site/kyoiku/gigaworkbook.html

現在のネットに関するトラブルは、
大きく以下のように分類することができます。
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特に、小・中学生に多いトラブルは…

①主に、「コミュニケーション」に関するトラブル

②主に、「個人情報」に関するトラブル

③主に、「使いすぎ」に関するトラブル

→ ゲームのチャット機能で暴言、悪口の書き込み

→ YouTuber・TikTokerとして自宅を公開

→ ゲームで保護者のクレジットカードを使い
高額の課金をした

→ LINE ・ YouTube での誹謗中傷

→ ゲームのアイテムのやり取りでケンカになった

→ 写真加工アプリで友人の顔を加工してサイトにアップ
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情報モラル教育は大事！ なのは分かっていても…

→何を、いつ、やればいいの？

→家庭でのルールをつくればいいの？

→トラブル事例の紹介だけでいいの？

①動画等を使ってやってみるけど…

②家庭との連携が大事だといわれるけど…

③トラブルは多いし、重要なのは分かるけど…
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よくある指導方法

①動画等を使ってやってみるけど…

・（極端な）トラブル事例をたくさん見せて、
危険だと伝える

・動画を見た後、トラブル回避方法を考えさせる

自分は「悪口」なんて
言ってないし。

自分は「不適切な写真」
なんてアップしないし。

自分はネットを
「使いすぎ」てないし。

本当に、「自分のこと」として自覚できている？
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情報モラル教育として大切なこと

トラブルの提示
だけにしない問題を「自分のこと」

として自覚させる

どのように対応すればよいかを
様々な状況で考え続けさせる

安易な結論
を与えない
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実践事例①

出典：静岡大学教育学部 塩田真吾 研究室
http://shiotashingo.main.jp/

◇ＳＮＳノート
LINE×塩田研究室

・様々な学習教材が
掲載されている

・ネット経由で
ダウンロード可能

《参考》
・LINE×塩田研究室が制作した
「GIGAワークブックおおいた」も公開されていますが、
今回の研修資料は、「SNSノート」を基に作成を
しています。
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活用してみよう①

出典：【SNSノート】LINE × 塩田研
https://d.line-scdn.net/stf/linecorp/ja/csr/sns_note_20200301.pdf

ロイロノートで授業が
できるようにしています

必要なカード等は、以下の場所にあります

資料箱
→大分県大分市 先生のみ

→06情報モラル教育
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活用してみよう②

出典：【SNSノート】LINE × 塩田研
https://d.line-scdn.net/stf/linecorp/ja/csr/sns_note_20200301.pdf

資料箱に保存されている
カードを使用すれば

授業を行うことが可能です
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活用してみよう③

出典：【SNSノート】LINE × 塩田研
https://d.line-scdn.net/stf/linecorp/ja/csr/sns_note_20200301.pdf

① コミュニケーションを行う際に重要となる、自分と相手との
考え方や感じ方の「ちがい」に気づくことができる。特に、同
じテキストやイラストでも、人によって感じ方が違う場合があ
ることに気づくことができる。

② ネットの特性を理解し、ネット上では、相手の表情や雰囲気
がわからないので、「誤解」が生まれやすいことに気づくこと
ができる。

③ 上記を踏まえ、自分の考えや気持ちを上手に相手に伝える
方法について考えることができる。

① コミュニケーションを行う際に重要となる、自分と相手の
考え方や感じ方の「ちがい」に気づくことができる。特に、
人によって「夜遅い時間」や「使いすぎ」と感じる時間は
ちがうことに気づき、それにより生じるトラブルに気づくこと
ができる。

② ネットの特性を理解し、ネット上では、相手の表情や雰囲気
がわからないので、「誤解」が生まれやすいことに気づくこと
ができる。さらに、自分が使い過ぎていることで、相手に迷惑
をかける可能性があることに気づくことができる。

③ 上記を踏まえ、自分の考えや気持ちを上手に相手に伝える
方法について考えることができる。

◇この教材のねらい
本教材では、子どもたちの「ネットコミュニケーション・

リテラシー」を育てるために、以下の３つを達成すべきねらい
としています。
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実践事例①

出典：静岡大学教育学部 塩田真吾 研究室
http://shiotashingo.main.jp/

◇ＳＮＳノート
LINE×塩田研究室

・様々な学習教材が
掲載されている

・ネット経由で
ダウンロード可能

「もしかしたら自分もやっちゃってるかも…」
という自覚を促すことができる。

何が「悪口」なのか、何が「使いすぎ」なのか等を
カードを用いて議論する。
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実践事例②

出典：文部科学省「情報化社会の新たな問題を考えるための教材」
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1416322.htm

◇情報化社会の新たな問題を考えるための教材

文部科学省

⑮ＳＮＳを通じた出会いの危険性

ＳＮＳ上で知らない人とつながることの危
険性について取り上げ、なぜ知らない人と
会ってしまうのかを考えさせることを通して、
トラブルを未然に防ぐ方法を考える



出典：大分県「令和４年度 青少年のネット利用実態調査結果」
https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2172071.pdf
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なぜ、会ったのだろう？

内 容 中学校

１
・ネットで知り合った 会ったことがない人と

メッセージやメール等のやりとりをした。
１６１人 ３２．４％

２
・ネットで知り合った人（同性）とやり取り

して、実際に会った。
１５人 ３．２％

３
・ネットで知り合った人（異性）とやり取り

して、 実際に会った。
１３人 ２．８％

４ ・会ったことはないが、会いたいと思った。 ３３人 ７．１％

なぜ、会いたいと思ったのだろう？

「なぜ？」を考えることが大事！

ネット利用の実態（大分県）
「やりとりをした人数（割合）は、
昨年度よりも減っている



内 容 中学校

１ ・特に問題はないと思う。 ８３人 １７．９％

２
・会ったことがない人とやり取りして、いい人
と思えば、会うことは危険ではないと思う。

２９人 ６．３％

３
・会ったことがない人と、ネットでやり取りす
るのは危険があると思う。

１６９人 ３６．５％

４
・会ったことがない人と、実際に会うのは危険
があると思う。

２９５人 ６３．７％
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会ったことがない人とやりとりすること（子ども回答）

「なぜ？」を考えることが大事！

なぜ、問題はないと思うのだろう？

なぜ、危険ではないと思うのだろう？

出典：大分県「令和４年度 青少年のネット利用実態調査結果」
https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2172071.pdf
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「会いたい」と思う気持ち(1)

あまり、かわいくないけど
よかったらコメントください。

とってもかわいいよ！
俺、カメラマンだから

もっと可愛く撮ってあげる

Twitter,Instagram,TikTok等で

俺は、いつも味方だよ。
ビデオチャットで話さない？

「認められたい」
という気持ちを
満たしてくれる人

ぼくを分かってくれる
大切な人

誰も、ぼくのことを
分かってくれない
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「認められたい」
という気持ちを
満たしてくれる人

ぼくを分かってくれる
大切な人

「知らない人には
会わないようにしましょう！」

「どんなところから、あやしいと判断できるか」

と考えられる危険予測力が大事！

親よりも、先生よりも、友だちよりも

「会いたい」と思う気持ち(2)
この指導では伝わらない
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あやしい？
あやしくない？

いつでも、LINEして。話、聞くよ。

今度、２人だけで会わない？

僕のことは、だれにも言わないでね。

どこに住んでるの？住所、教えて。

考えてみよう

友だちも誘って、アミュで６人で遊ばない？
さそ

自撮り写メ、送ってくれないかな？
じ ど
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あやしい？
あやしくない？

いつでも、LINEして。話、聞くよ。

今度、２人だけで会わない？

僕のことは、だれにも言わないでね。

友だちも誘って、アミュで６人で遊ばない？

どこに住んでるの？住所、教えて。

自撮り写メ、送ってくれないかな？

怪しいと思ったら
必ず相談を！

子どものための
ネットあんしんセンター

LINE ID：@yuo7063g
電話 ：097-534-5564
（月・水・金14:00～17:30）

じ ど

さそ

考えてみよう
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考えよう

自画撮りを求められたら…

「認められたい」
という気持ちを
満たしてくれる人

ぼくを分かってくれる
大切な人

本当に、ぼく・わたしを
大切に想ってくれている？

https://www.pref.chiba.lg.jp/kkbunka/kenzenikusei/documents/jigadori-
chirashi.pdf
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情報モラル教育は大事！ なのは分かっていても…

→何を、いつ、やればいいの？

→家庭でのルールをつくればいいの？

→トラブル事例の紹介だけでいいの？

①動画等を使ってやってみるけど…

②家庭との連携が大事だといわれるけど…

③トラブルは多いし、重要なのは分かるけど…

「自分のこと」として
自覚させ

考え続けさせる
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情報モラル教育は大事！ なのは分かっていても…

→何を、いつ、やればいいの？

→家庭でのルールをつくればいいの？

→トラブル事例の紹介だけでいいの？

①動画等を使ってやってみるけど…

②家庭との連携が大事だといわれるけど…

③トラブルは多いし、重要なのは分かるけど…
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家庭でのルール作り

◇ルール設定の役割

①「やってはいけないこと」
を家族で確認する

③注意（叱る等）を
与える際の根拠とする

②誘いを断る
「正当な言い訳」を示す

家庭で話し合って
欲しいことは？



親子でも認識は異なるもの。
ルールを見ながら、話し合うことで
お互いを理解していくことが大事です。

大事なのは「曖昧さ」を話し合うこと

インターネットの
使用時間を書き出す
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情報モラル教育は大事！ なのは分かっていても…

→何を、いつ、やればいいの？

→家庭でのルールをつくればいいの？

→トラブル事例の紹介だけでいいの？

①動画等を使ってやってみるけど…

②家庭との連携が大事だといわれるけど…

③トラブルは多いし、重要なのは分かるけど…

曖昧さを明確にし、
作ったルールを
いかしていく
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情報モラル教育は大事！ なのは分かっていても…

→何を、いつ、やればいいの？

→家庭でのルールをつくればいいの？

→トラブル事例の紹介だけでいいの？

①動画等を使ってやってみるけど…

②家庭との連携が大事だといわれるけど…

③トラブルは多いし、重要なのは分かるけど…
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情報モラル教育の進め方

情報モラル ＝ 日常モラル ＋ 情報技術の特性

出典：「教育の情報化の手引き-追補版-(令和2年6月)」
https://www.mext.go.jp/content/20200608-mxt_jogai01-000003284_003.pdf

「できること」と
「していいこと」は違う
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指導する教科等
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情報モラル教育は大事！ なのは分かっていても…

→何を、いつ、やればいいの？

→家庭でのルールをつくればいいの？

→トラブル事例の紹介だけでいいの？

①動画等を使ってやってみるけど…

②家庭との連携が大事だといわれるけど…

③トラブルは多いし、重要なのは分かるけど…

まずは「日常モラル」の醸成。
そこから「ネット特性の理解」

「リスクの想像・上手な活用」へ繋げる。
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情報モラル教育は大事！

→何を、いつ、やればいいの？

→家庭でのルールをつくればいいの？

→トラブル事例の紹介だけでいいの？

①動画等を使ってやってみるけど…

②家庭との連携が大事だといわれるけど…

③トラブルは多いし、重要なのは分かるけど…

まずは「日常モラル」の醸成。
そこから「ネット特性の理解」

「リスクの想像・上手な活用」へ繋げる。

「自分のこと」として
自覚させ

考え続けさせる

曖昧さを明確にし、
作ったルールを
いかしていく
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おわりに

詳しくないから
情報モラルの指導ができない

大事なのは、子どもが「話せる相手」でいること。
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困った時は

iPad上にアイコンを設置

児童生徒が悩みを抱えた時に、相談できる窓口を紹介した

サイトにつながることができます。

【リンク先一覧】

・エデュ・サポートおおいた ・孤独・孤立対策

・チャイルドライン ・ネットトラブル相談窓口

・スクールセクハラ相談窓口 ・サイバー犯罪対策課

先生が、この窓口の存在を知っておくことが大事！
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本研修のゴール

・子どもたちを取り巻く状況を知り
情報モラル教育の必要性を理解する

・情報モラル教育実践への
意欲をもつことができる

校内での共有を
お願いします。

ロイロに入っている
資料を使った実践から！



先生方が困った時は
私たちがサポートします！

子どもたちと共に悩み、学べる教職員に


